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　セ ル フ
・

コ ン トロ
ー

ル は様々 な立場 か ら研究されて き
たが、近年即時の 小報酬 と遅延 された大報酬 の 間の 選択

行動と して とらえるア プロ
ー

チが定着して きたように思
われ る。 また価値割引の 研究も進 ん で い る。 本 シ ン ポ ジ

ウム で は、比較的若手 の研究者の皆さんに、それぞれの

専門領域 の 立場 か ら現在の セ ル フ
・コ ン トロ ー

ル 研究と

の 関連 につ い て論じて い ただく。

話題提供
セル フ

・
コ ン トロー

ル と衝動性の神経基盤 （池上将永）
　最近 の 認知神経科学におい て、セ ル フ

・
コ ン トロ

ー
ル

や衝動性 の神経基盤を明らかにする研究が進展 して きて

い る。 そ の 理由の
一

つ には、物質依存や注意欠陥／多動

性障害 （ADHD ）等の さまざまな問題に、衝動性が 関連

して い るこ とが挙げられる。 認知神経科学における衝動

性 の 概念に は 、 主と して 、 遅延され る報酬 の 主観的価値
が急激 に割 り引かれる傾向（時間割引における衝動性）、
および習慣的・自動的な運動反応 を抑制するの が困難で

あ る こ と、もしくは熟慮な しに反応 して しま うこ と （反
応抑制の失敗）が含まれ る。この 2 つ の衝動性概念 は互

い に異なるもの で あるが、これらの衝動陸の制御に、前
頭前皮質、お よび それと連絡して い る皮質下の 領域の 活
動が関わっ てい るこ とが明らかとなっ てきた。ここ では

まず 、衝動 陸とセ ル フ ・コ ン トロ
ー

ル に関わる脳内の 領

域につ い て概観する 。 次に 、 衝動性の 神経基盤 に関する

研究が生かされ うる臨床的な問題 の 例として、ADHD を

取 り上げる 。 ADHD で は、反応抑制 の 困難に加えて 、 遅

延報酬に よる行動の 統制力 の 弱 さが指摘され て い る。A
DHD の 薬物治療が、こ れらの 衝動性を改善する メ カ ニ ズ

ム につ い て、研究例を交えながら紹介したい。

子 どもの価値割引研究と教育場面での応用 （空間美智

子）
　子どもの 社会化 におい て 、セ ル フ ・コ ン トロ

ー
ル の 獲

得は 重要で ある 。
セ ル フ ・コ ン トロ

ー
ル の 未獲得は 、 集

団場面で の 不適応にもつ ながる こ とか ら、教育現場にお

ける個別 の 介入や 、 心理教育等 の 予防的介入 の 必要陸も

高ま っ て い る。子どもの遅延割引の発達的変化の過程を

明らかにし、有効な介入法を検討するこ とが求められて

い る。本シ ン ポジウム で は、就学児および就学前児を対
象と した価値割引研究を紹介した上 で、こ れ らの 基礎研

究が教育現場 に おい て どの よ うに応用され る の か、今後

の展望 につ い て議論した い。これまで の とこ ろ、新た に

開発 した就学児用遅延割引質問紙を用い るこ とで 、6 歳

児から12歳児 の 遅延割引率が、年齢が上が る に つ れて 低

下する （セ ル フ ・コ ン トロ ール は高ま る）こ とが明らか

になっ た。4 歳児か ら 6歳児における同様 の 変化は、実

験的手法を用い る こ とで確認されて い る。 応用研究と し

て は、小学校に おけるセ ル フ ・コ ン トロ ー
ル に 関す る心

理教育授業の 実践 と、自閉症児を対象 としたセ ル フ ・コ

ン トロ ー
ル 訓練に つ い て報告す る。

心理療法とセル フ ・
コ ン トロール 研究 ：価値割引研究

の衝動性制御へ の応用 （村井佳比子）

　行動分析学におい てセ ル フ ・コ ン トロ ール は衝動性に

相対する概念として位置付け られて お り、中で も価値割

引研究の展開は衝動的選択が どの ような条件で 生 じ るの

か につ い て 実験による検証を可能に して きた。
一
方、衝

動匪につ い て は脳 の 前頭前野、特に眼窩部周辺 と関連 が

深 い こ とが知られ てお り （Damasio　et　al ，1994）、この

部位に共通する脳機能障害の 可能陸の ある
一連の疾患群

として 強迫ス ペ ク トラム 障害とい う概念が 提唱 され て い

る （Hollander　et　al．，1997）。 強迫ス ペ ク トラ ム 障害とは 、

強迫性障害 と連続陸の あ る疾患群 の こ とで 、摂食障害や

抜毛、病的賭博など、反復する行動 の 制御がで きない と

こ ろ に 共 通点を持っ 。こ れ らの 疾患に有効 な治療法と し

て 行動分析学を背景に持つ 行動療法が大きく貢献 して き

た が、特に最近で は行動分析学か ら生まれた ア ク セ プタ

ン ス ＆ コ ミ ッ トメン ト・セ ラピー
の よ うに、即時報酬 （回

避やリス ク探究）よ り遅延報酬 （人生 の 価値）を選択す
るた めの 心 理療法の 開発 が進ん で い る。
　本 シ ン ポジウム で は遅延報酬 の 選択 を阻害す る要因 と

介入 の 方法につ い て臨床事例をあげなが ら、今後の 価値
割引研究の 可能性につ い て示す。

指定討論 （佐伯大輔）
　主 に 以下の 内容に つ い て 議論を行う予定で ある。
・価値割引研究 で は、衝動 陸の 程度は割 引率によっ て 表

され る が、種働 性は多次元か らな る とい う考えが
一
般的

である。話題提供で紹介される 「種働 1生」 は、価値割引

の枠組み か ら、どの ように 把握で きるの か。
・価 齠 ll引に関する応用研究では、異なる特徴を持っ 人

達 （喫煙者と非喫煙者等）の 間で割引測定を行い 、結果
を比較するとい う意味で の 応用は多くなされ て い るが、
価値割引の 知見に基づ い て 種働 性を低め る手法を開発す
る とい う意味で の 応用は、あま りなされて い ない ようで

ある。基礎研究の 知見を、種働 性の 低減 の ために利用 で

きる可能陸につ い て ご意見をお伺 い したい ．
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